
２０１７年１２月１日付 メルカド紙 

【見出し】 

 日本大使はアンゴラを賞賛。過去一年の二国間関係を肯定的に評価。 

 

【本文】 

私は昨年１２月にアンゴラに着任し，今月で着任からちょうど一年が経過し

ました。アンゴラには約３０年前に出張で訪問したことがありますが，当時の

面影は残っているものの劇的な発展を遂げている点に大変驚いています。アフ

リカの赴任は初めてですが，アンゴラでの生活と仕事を気持ち良く行っていま

す。 

  

さて，私が着任した２０１６年は日本とアンゴラが外交関係を結んで４０周

年という記念すべき年でした。２０１７年，日本とアンゴラの関係は政治，外

交，経済，文化面で大きく発展を遂げました。 

  

２０１７年，政治面では日本からの要人の往来が活性化しました。１月には，

参議院ＯＤＡ調査団として佐藤議員（現外務副大臣）及び堀井議員（現外務大

臣政務官）がアンゴラを訪問し，日本のＯＤＡ協力が行われたヴィアナ職業訓

練センターやジョジナ・マシェル病院を訪問するとともに，アンゴラ国会議員

団，マリア・アンジェラ・ブラガンサ外務副大臣とも面談を行いました。７月

にはクラクフでの世界遺産委員会にて，日アンゴラ政府が相互支持を行い「『神

宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」とザイレ州都ンバンザ・コンゴが世界遺

産に登録されました。８月は特に特筆すべき月となり，山際議員がアンゴラを

来訪しドス・サントス国会議長，シコティ外務大臣（当時）等アンゴラ政府要

人と意見交換を実施した他，同月にモザンビークで行われたＴＩＣＡＤ６閣僚

級フォロー会合には選挙直後の日程にも関わらずブラガンサ外務副大臣に出席

いただき，堀井政務官との意見交換を行うことができました。８月２３日には

アンゴラ総選挙が行われ，平和的・民主的・公正な選挙を経てロウレンソ氏が

３代目アンゴラ大統領として就任しました。９月に行われた大統領就任式には

佐藤外務副大臣が安倍総理特使として出席するとともに，ロウレンソ大統領と

二国間会談を行いました。 

  

経済・経済協力面でも非常に実りの多い年となりました。経済分野における

日本の協力でハイライトとなったのは，８月に行われたＮＥＣがＪＢＩＣの融

資を受け工事を受注したAngola Cablesの大西洋横断光海底ケーブル（ＳＡＣＳ）

の陸揚げ式でした。このプロジェクトはアンゴラの通信事業を発展に資するプ



ロジェクトであると確信しています。 

またＪＩＣＡを通じた経済協力プロジェクトも活発に行われており，現在は

ナミベ港整備計画（第２フェーズ）を調整している他，マランジェ州カパンダ

農業地区での綿花栽培の試験調査，電力マスタープラン策定に向けた技術協力，

職業訓練センターでの能力強化支援，母子健康手帳の導入プログラム，稲作開

発等に取り組んでいます。またServir等，アンゴラの国内ＮＧＯに対し，草の

根・人間の安全保障無償資金協力のスキームによる白内障手術機器供与や学校

建設，在アンゴラ英国大使館との連携によるHalo Trustへのウアンボ州地雷除

去計画支援など，様々な取り組みが行われています。 

 日本のＮＧＯであるＪＭＡＳは，３月にベンゴ州マブバス地区の地雷除去サ

イト閉所式と執り行いました。ＪＭＡＳによる同除去活動により，マブバス地

区の３２５ヘクタールのエリアの地雷除去を実現しました。 

  

文化面では昨年に続いて積極的な交流が行われています。７月にはアンゴラ

のレストランシェフ達を招き，大使公邸料理人による寿司講習会を実施しまし

た。８月にはアンゴラ女子代表ハンドボールチームが日本に遠征し，国際親善

試合を実施しています。２０１９年には私の出身である熊本県にて世界女子ハ

ンドボール選手権が開催予定であり，優勝チームには２０２０年の東京オリン

ピックの出場権が与えられるので，アンゴラチームの活躍を大いに期待してい

ます。１１月にはアンゴラ空手連盟との共同で初の試みとなる空手大使杯が執

り行われました。同じく１１月末には文化庁文化交流使として増田セバスチャ

ン氏がルアンダを訪問し，国立芸術高校（ＣＥＡＲＴＥ）でのワークショップ，

カモンイス文化センターでの講演会が行われ，アンゴラの皆様に日本のＰＯＰ

カルチャーの多様性を周知する良い機会となりました。 

  

このように，アンゴラに着任してからの１年間はあらゆる分野が目まぐるし

く進展し，在アンゴラ日本国大使としてとてもやり甲斐を感じると同時に依然

多くの課題があると認識しています。アンゴラは天然資源、観光資源が抱負な

他、素晴らしい国土と国民を有する大きな経済的潜在性を秘める国です。この

事実は私自身がこれまでに行ってきた地方出張によって確かなものとなりまし

た。マランジェ州のプンゴ・アンドンゴのペドラス・ネグラス，カランドゥー

ラの滝の美しさに加え，同州では，カヘイラ・デ・ティーロス地区，Biocom，

ラウカダムにも訪れました。素晴らしいベンゲラ州にも二度訪れる機会を持ち，

一度目の訪問では日本企業である丸紅によって修復されたAlassolaの繊維工場

を視察しました。二度目の訪問は白内障手術器の供与式に出席した折に実現し

ました。また今年４月にナミベ州を訪れる機会を持ちました。 



 近年は、アンゴラに対する日本の関心が官民双方において高まっています。

９月に行われた大統領就任式では，ロウレンソ大統領が自ら日本を重要なパー

トナー国の１つとして挙げました。我が国としてもアンゴラの期待と信頼に応

えられるよう，引き続き新政権とは密に連携して日アンゴラ関係の一層の強化

に努めていく所存です。 



 

 

 

 

 



 

 

 

 


